
食物アレルギーをもつお子さまが安心して給食を食べられるよう、調理室での別調理や        

配膳時のダブルチェックを徹底しています。 

・座席の配置や食器の区別、おかわりは食物アレルギー児用で用意しています。 

・災害時アレルギー児はビブスを着用します。（避難訓練時も同様です） 

・対象除去食品には、代替食の提供を行います。 

 

 

 

・園内ではエアコン・扇風機などで気温・湿度調整を行い、環境を整えます。 

・運動や遊び、散歩の前後に体調の確認を行い、こまめな水分補給をします。 

・戸外へ出掛ける際は麦茶を持参し、現地に「到着してから」「活動の合間」「出発する」時に水分補給

を行っています。 

・汗をかいた時には、着替えやシャワーを行います。 

・外出時は、必ず帽子を着用します。 

・水遊び時は、テントを使用し日陰を作っています。 

・活動後は、休息を十分にとってから次の遊びや活動に移ります。 

 

 

 

食物アレルギー児への対応について 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱中症対策について 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予防接種について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎集団生活のため、園医はすべての接種を推奨しています。 

予防接種を受けられた際は、コドモンまたは口頭にて、必ず担任か看護師までお知らせください。 

ワクチン接種後に副反応が生じることがあるため、予防接種後 24 時間以内に登園する際は     

『予防接種後の登園依頼書』の記載をお願いいたします。 

◎麻しん（はしか）が全国的に流行しております。 

定期接種の対象である 1 歳または小学校就学前の 1 年間にあたる場合、早期の接種を積極的に    

ご検討ください。 

 

保健室より 

【ビブス】 

【一般用】 【アレルギー児用】 


